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Vol.89

納
涼
祭
の
踊
り
の
中
に
麻
痺
の
娘こ

の
藍
の
浴
衣
は
帆

の
ご
と
く
あ
り 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

炎
天
に
夫つ

ま

と
送
迎
バ
ス
を
待
つ
花
柄
日
傘
に
肩
を
寄

せ
合
ひ 

大
橋　

と
き
（
沢
）

屋や

内ぬ
ち

に
舞
ふ
黒
あ
げ
は
蝶
新
盆
の
棚
を
見
に
来
し
夫

の
影
か
も 

木
内　

幸
子
（
八
日
市
場
）

亡
き
夫
の
新
盆
供
養
の
棚
飾
り
明
か
り
と
も
れ
ば
浄

土
の
ご
と
し 

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

街
川
の
岸
辺
に
生
ひ
た
る
葛
の
葉
の
葉
裏
返
し
て
わ

た
る
朝
風 

人
見　

羽
津
江
（
小
見
川
）

実
り
田
の
豊
か
な
匂
ひ
に
包
ま
れ
て
歩
み
ぬ
新
調
の

運
動
靴
軽
く 

篠
塚　

み
の
り
（
小
見
川
）

　
香
取
俳
壇
の
選
者
と
し
て
長
年
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

増
田
斗
志
先
生
の
退
任
に
伴
い
、
新
選
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
号
掲
載
分
に
投
稿
さ
れ
た
作
品
は
、
11
月
15

日
号
掲
載
分
で
の
審
査
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

評
・
下
の
句
が
九
音
九
音
の
字
余
り
を
第
四
句
「
歩
み
ぬ
新
調
の
」
と
句
割

れ
を
用
い
て
引
き
締
め
、
結
句
を
連
用
止
め
に
し
て
心
地
よ
い
韻ひ

び
き
を
奏
で

た
。
豊
か
な
匂
ひ
と
新
調
の
運
動
靴
の
対
応
も
明
る
く
爽
や
か
さ
を
醸か

も
し
た
。

《
新
俳
句
選
者
よ
り
一
言
》

郷
土
愛
を
俳
句
に

　
利
根
川
、
里
山
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
と
花
火
、
水
郷
の
春
夏
秋
冬
な
ど
、

香
取
市
の
自
然
と
行
事
は
句
材
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。
俳
句
を
作
る
こ
と

は
、
そ
の
宝
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
手
中
に
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
も
「
五
、七
、五
」
と
指
を
折
っ
て
句
作
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
新
し
い
世
界
が
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
名
、
香
取
哲
三
郎
。
俳
句
歴
60
年
。
俳
誌

「
軸
」「
杉
」
同
人
、
水
路
俳
句
会
代
表
、
現

代
俳
句
協
会
会
員
、
第
1
回
千
葉
県
俳
句
作

家
協
会
賞
受
賞
、
同
協
会
参
与
、
佐
原
俳
句

連
盟
顧
問
、香
取
市
佐
原
文
化
協
会
相
談
役
。

句
集
「
河
童
」
を
刊
行
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7
‐

8
5
0
1　
広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」
の

係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12
月
は
10
日
締
切
）

を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選

者
に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村　
恒
次
選

香
取
俳
壇
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「
稲い
な

葉ば

山や
ま

神
社
」

富
士
山
信
仰
の
古
社

国民健康保険税 （4期）

今月の納期限
10月31日㈭

市県民税 （3期）

介護保険料 （4期）
後期高齢者医療保険料 （4期）
納付は口座振替が便利です

■対象　市内で活動する一般男女チー
ム・高校生（中学生は除く）
■日時　11月17日㈰　8時30分～
■場所　香取市民体育館
■競技方法　トーナメント方式3セット
マッチ（6人制）
※参加チーム数により変更あり。今大会
からテスト的に男女混合の部を新設しま
す
■参加費　2,000円
■組み合わせ抽選　当日
11月1日㈮までに体育協会佐原支部

☎(55)0003

■対象　一般男子（高校生以上）
■日時　12月1日㈰・15日㈰（予備日平
成26年1月26日㈰）
■場所　佐原河川敷自由広場、小見川河
川敷運動公園サッカー場
■参加費　1チーム6,000円（代表者会議
で徴収）
■代表者会議　11月下旬を予定
11月8日㈮までに体育協会サッカー部
円城寺 ☎090(3516)8160

市民サッカー大会

佐原バレーボール大会

▲背面の蟇
かえる
股
また

　

稲
葉
山
神
社
は
、
市
の
南
部
、

長
岡
地
区
に
鎮
座
す
る
古
社
で
、

祭
神
は
木こ

の
花は

な
咲さ

く
耶や

姫ひ
め
で
す
。

　

社
伝
に
よ
る
と
、
大だ

い

同ど
う

元
年

（
8
0
6
）
6
月
に
駿
河
国
（
静

岡
県
）
富
士
浅せ

ん

間げ
ん

大だ
い

神じ
ん

を
勧か

ん

請じ
ょ
う

、

創
建
し
た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
浅

間
大
明
神
と
称
し
「
小お

山や
ま
の
浅
間

様
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
殿
は
、
正
面
柱
間
が
一
間
の

切き
り
妻づ

ま
造づ

く
り

平ひ
ら
入い

り
の
建
物
で
、
正
面

側
に
向こ

う
拝は

い
（
庇ひ

さ
し

）
が
付
き
、
そ
の

分
屋
根
が
軒
先
ま
で
緩
や
か
に
伸

び
て
い
ま
す
。
一い

っ
間け

ん
社し

ゃ
流な

が
れ

造づ
く
り

と
呼

ぶ
神
社
本
殿
形
式
で
す
。
大
正
５

年
（
1
9
1
6
）
に
草く

さ
葺ぶ

き
か
ら
銅

板
葺
屋
根
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

身も

舎や

（
建
物
本
体
）
の
軸
部

は
、
4
本
の
杉
の
丸
柱
（
径
約
30

㎝
）
を
立
て
て
い
ま
す
。
柱
の
上

部
に
突
き
出
た
木き

鼻ば
な
と
呼
ぶ
装
飾

は
、
両
側
面
に
は
獏ば

く
と
象
、
背
面

は
獅
子
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
向
拝
柱
の
上
に
は
獅

子
の
木
鼻
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
柱
の
上
に
あ
る
組
物
は
二ふ

た
手て

先さ
き

の
出で

組ぐ
み
で
、
妻つ

ま
飾か

ざ
り
に
は
、
虹こ

う
梁り

ょ
う

の
上
に
大た

い
瓶へ

い
束づ

か
が
3
本
も
立
つ
珍

し
い
構
造
を
持
ち
ま
す
。

　
組
物
間
の
羽は

目め

板い
た
に
は
本ほ

ん
蟇か

え
る

股ま
た
を

入
れ
て
い
ま
す
。
カ
エ
ル
が
両
脚
で

踏
ん
張
っ
て
い
る
よ
う
な
形
の
装
飾

で
、
正
・
背
面
は
各
1
カ
所
、
左
右

側
面
に
各
2
カ
所
で
、
背
面
の
蟇
股

に
は
、
富
士
山
と
思
わ
れ
る
山
の
姿

を
拝
む
人
物
が
透
か
し
彫
り
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
に
は
高こ

う
欄ら

ん
を
付
け
た
縁
を
巡

ら
し
、
左
右
の
脇
障
子
に
は
、
竹
林

に
虎
と
、
松
と
滝
に
人
物
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
舎
と
向
拝
柱

の
間
は
戸
板
で
塞
が
り
、
中
殿
へ
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　
組
物
や
彫
刻
に
わ
ず
か
で
す
が
胡ご

粉ふ
ん
や
彩
色
の
跡
が
残
っ
て
い
て
、
か

つ
て
は
彩
り
鮮
や
か
な
姿
が
想
像
さ

れ
ま
す
。

　
棟む

な

札ふ
だ

は
、
慶
長
15
年
（
1
6
1
0
）

や
寛
文
12
年
（
1
6
7
2
）
な
ど
の

も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
数
少
な
い
江
戸
初
期
の

神
社
建
築
で
、
素
朴
な
が
ら
重
厚
な

雰
囲
気
を
持
つ
社
殿
と
い
え
ま
す

（
昭
和
53
年
12
月
市
指
定
）。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
(50)
1
2
2
4

▲稲葉山神社本殿

スポーツイベント
出場チーム募集！

「
香
取
俳
壇
」
新
俳
句
選
者

香か

取と
り 

哲て
つ

郎ろ
う 

氏

　

毎
月
15
日
号
に
掲
載
の
文
芸

コ
ー
ナ
ー
。
今
号
で
は
、
新
た
な

俳
句
選
者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
15
日
号

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
増
田
斗
志

先
生
は
、
合
併
以
前
の
広
報
紙
か

ら
引
き
続
い
て
17
年
間
、
俳
句
の

審
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
投
稿
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
何

と
1
万
句
以
上
。

　
長
い
間
、
ご
苦
労
を
お
か
け
し

た
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
今
後
と
も
、
文
芸
コ
ー
ナ
ー

「
香
取
俳
壇
」「
香
取
歌
壇
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
作
品
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど

し
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
Ｋ
）
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